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2RVパークとは

RVパークとは、キャンピングカーオーナー様や車中泊
ファンの皆様に、『快適に安心して車中泊が出来る場
所』を提供するために日本RV協会が推進・公認してい
る車中泊スペースです。
「RVパーク」という名称は商標登録をしているため、
認定された施設のみが名称を使用することができます。



3RVパークの条件と種類

RVパーク RVパークライト

ゆったりとした駐車スペース
（推奨：幅4m×縦7m）

〇 〇

24時間利用が可能なトイレ 〇 〇

100V20A以上の電源が使用可能 〇 △（15A以下も相談可）

入浴施設が近隣にあること（車で15分圏内） 〇 ‐

ゴミ処理が可能 〇 ‐

チェックイン後の入退場制限がある程度自由
（いつでも出入り自由を推奨）

〇 〇

看板の設置（ロゴは日本RV協会が提供） 〇 ラミネート加工等、
簡易なものでも可能

〇 ラミネート加工等、
簡易なものでも可能

複数日の宿泊滞在が可能 〇 ‐

上記条件の他に、事前調査へのご協力と、「RV-Park.jp」からのWEB予約受付を行うことをお願いしております。



4RVパーク認定メリット

① 日本RV協会からのPRや関連メディアへの情報提供による集客力UP

② RVパーク公式サイト「RV-Park.jp」への情報掲載
※広告や特集記事による広報活動や事前決済付き予約機能の使用が可能

RV-Park.jp：https://rv-park.jp/

③ くるま旅クラブHPへの情報掲載
くるま旅クラブ：https://www.kurumatabi.com/index.php

④ 日本RV協会製作「RVパークリスト」への掲載
※昨年実績5万部配布
 ※キャンピングカーのイベントや協会会員からのキャンピングカー購入時に配布

RVパーク認定のメリットとしては以下のようなものがあります。

https://rv-park.jp/
https://www.kurumatabi.com/index.php


5RVパーク認定までの全体の流れ

事前調査 （P6参照） 看板の設置とHPの編集 （P7参照）

■HP編集■■看板作成■

契約書締結・HP公開 （P8参照）

最短2週間～・平均３カ月程度

オンラインでの調査を実施します。 ホームページに情報掲載します。看板の設置をお願いします。 契約書を交わし、HPを公開します。

RVパーク認定完了までは、お申込み時の施設設備の完成度によって変わります。
施設設備が完了している場合は、早ければ2週間ほど、設備工事前または工事中の場合は平均3か
月程度かかることが多いです。施設オープンギリギリに認定手続きを開始しますと、オープンま
でにホームページの公開などが間に合わない可能性がありますので、なるべく早い段階でのお申
込みをお勧めします。
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6事前調査

事前調査はRVパークの開設お申込みが入りましたら、ご案内させていただいております。
事前調査の候補日をご選択いただき、当日は現地よりご参加をお願いします。当日の立ち合い
は、現地従業員様などが代理で行うことも可能です。
また、ZOOMを利用したことがなかったり、パソコンの操作が不慣れな方は、ご家族などにご
協力のお願いをしてください。

注意事項

・現地調査に必要なものは下記2点です。
1. お送りするZOOMのURL
2. ZOOMを開くための携帯またはタブレット等

・調査時間は15分～30分程度
・場合によっては現地施設様へご訪問での調査を行う可能性
もあります。
・ 設備工事完了前でも調査を行うはできますが、オープン
までに半年以上期間が空く場合は相談とさせていただきます。

・併設施設
・駐車スペースの傾斜
・車高制限
・道幅
・周りの草木

認定条件以外の調査項目

1



7看板の設置とホームページの編集

事前調査で内定となりましたら、下記3点を進めていただくことをお願いしております。

① 看板の設置（P18参照）

→ 施設様名を入れたRVパーク看板のロゴデータをお送りします。
そちらを使っての看板設置を確認しましたら、契約書を交わします。

② RV-Park.jpへの登録（P9参照）

→ 登録フォームをお送りするので、ご入力後に弊会で仮登録いたします。仮登録後に、
施設様の方で公開申請手続きが必要ですので、ご案内いたします。
また、関連メディアへの情報発信や施設告知の際は本サイトを使用しますのでなるべ
く豊富な情報をご入力いただくことをお勧めします。

③ くるま旅クラブホームページの編集
→ ID・パスワードをお送りするので、ログインし随時ご編集お願いします。

RV-Park.jpの情報と大きな違いが出ないようにご編集をお願いします。
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8契約書締結とホームページの公開

看板の設置を確認しましたら契約書をお送りします。ご署名ご捺印いただいた契約書を2部、日
本RV協会にご郵送ください。契約書が届き次第、両ホームページをご希望の日程で公開するこ
とができます。

ホームページの公開完了にてRVパークの認定手続きは終了となります。

・関連メディアへ新規施設開設情報の発信

・RVパーク認定証の発行、発送

・協会広報からのプレスリリース配信

・RVパーク開設年度の「RVパークリスト」への掲載

ホームページの公開終了後の協会の活動
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RV-Park.jpについて



10RV-Park.jpとくるま旅クラブHPの違い

RV-Park.jp
RVパーク公式サイト

くるま旅クラブ
ホームページ

概要 ・RVパークの施設紹介
・RVパークの情報発信
・ユーザー登録（施設利用者）
・予約決済機能

・車中泊施設紹介
・くるま旅クラブ会員の登録
・会員のための特典紹介
・会員交流の場の提供

主目的 ・RVパークの普及、活用の促進
・RVパークのブランド強化

・くるま旅クラブ会員の増加促進
・“くるま旅”の普及

運営会社 一般社団法人 日本RV協会 株式会社くるま旅クラブ
（日本RV協会の子会社）

掲載施設 RVパーク RVパーク
くるま旅施設
提携オートキャンプ場



11RV-Park.jpとは

RV-Park.jpとはRVパークの予約機能付き公式サイトです。
本サイトには大きく分けて3つの機能がございます。

① RVパーク魅力発信の場

RVパークの特集記事や紹介動画をユーザー向けに掲載し利用促進を図ります。

② 施設情報の掲載

RVパーク施設の情報掲載を無料で行えます。駐車区画ごとの情報掲載や在庫管理も可能です。

こちらのページに情報を詳細に掲載いただくことでユーザー様のご予約に直結します。

③ 事前決済機能付きWEB予約

設定いただくとユーザー様が施設情報ページからWEBでの予約が可能となります。



12RV-Park.jp WEB予約機能概要

詳細
概要 RVパーク専用の公式サイトです。

利用料・手数料 月極の利用料等はございません。
本サイトを通じた予約があった場合、

1件につき、ユーザーのお支払い税込み価格の２５％を手数料としていただきます。
こちらにはクレジットカードの利用手数料も含まれます。キャンセル料も同様の扱いです。

まずはお試しいただくために、導入した月の手数料については0%とさせていただきます。
また、2024年4月までは手数料を10%にするキャンペーンも実施しております。

支払いサイクル 月末日に前月分（前月1日～末日）までの利用料をご登録いただいた指定口座に振り込みます。

オプション機能 車中泊金額以外に料金が発生する場合（電源、ゴミ等）はオプションの登録が必要です。オプション
名と価格を設定することで、車中泊料金と一緒に決済を行うことができます。

在庫管理 予約システムをご利用の場合、在庫管理はシステムで自動で行われますが、電話やメールなどの予約
と併用する場合は、手動での在庫管理も必要となります。



RVパーク設備について



14RVパーク必要設備

電源1 ゴミの回収2 区画整備3

看板の設置4 トイレ5



15電源1

日本RV協会が定めるRVパークの電源は『100V 20A』以上を推奨おります。
これは、多くのキャンピングカーが、電源の必要な電化製品（エアコン・電子レンジ・ドライ
ヤーなど）を搭載しているためです。キャンピングカーの電源供給口は、車両後方部に外付け
されているので、電源の設置場所は駐車スペース後方部推奨です。
設置費用は2.5万円～50万円と幅広く、配線工事の規模によっても大きく異なります。

推奨例

電源ボックスタイプ：
1サイト1つの個別電源。ボックス内に個別のブレーカーがついてい
る。非稼働時は南京錠で施錠し、盗電対策をしている施設が多い。
RV-Park.jpの予約機能を使用することで、会員の予約ページに南京
錠のパスワードを掲載する運用ができる。

非推奨

コードリールタイプ：
安価だがあまり好まれない。

コインタイプ：
設置費用は高いが、
無人でも運用しやすい。

パスワードタイプ：
電源ボックスにパスワードを
入れることで通電する。
RV-Park.jpの予約機能を使用
することで、予約時の自動
メールで、利用者にパスワー
ドを送信する運用ができる。



16ゴミの回収2

ゴミの回収にはゴミ箱の設置は必須ではありません。ゴミ箱を設置する場合は平常時は鍵をか
けるなどの対策をしないと、必要以上にゴミを捨てられたり、RVパーク利用者以外のお客様に
利用されるなどの問題が出る可能性があります。
ゴミ回収用のゴミ袋を販売し、袋に入る分だけ回収するなどの対応で、ゴミの処理が施設様の
負担にならないようにしてください。

有人の場合 無人の場合

チェックイン時にフロントでゴミ袋を販売し、
チェックアウト時にフロントで回収。

ゴミ箱にいれてもらう方法。受け取りの
必要はないが、定期的に中身の回収や掃
除の必要はある。

ガチャガチャでゴミ袋を販売している
施設もある。



17区画整備3

RVパークの開設条件には含まれていませんが、ご利用ユーザー様が駐車する場所をわかりやす
くするためにも区画整備は必要です。

コンクリート 土・砂利・芝生

個室タイプ

一般車2台分を1サイトとして利用。

トラロープで区分け。安価でできる。

マーカーで区分け。こちらも安価で設置できる。

緑の箇所はテーブルやイスを置けたり、
サイドオーニングを出せる自由スペース。

植物や木製の柵で囲っての区分け。
設置費用は高めだが、プライベート空間
を保てるので人気。
サイト内にドッグランなどを設置してい
る施設もある。



18看板4

調査後に内定となった施設様には、日本RV協会が看板のロゴデータをおつくりします。そちら
を使用して看板を設置してください。ユーザー様が迷わず施設に訪問でき、駐車できるような
箇所に設置をお願いします。
看板の大きさ・素材・個数に規定はありませんが、ロゴ自体は編集せずにそのままお使いくだ
さい。なお、自治体の条例などにより色見を変える必要がある場合は、ご連絡いただければ編
集可能です。

入り口看板

誘導看板 RVパークエリア看板

同一施設 導線設置

簡易的な設置



19トイレ5

トイレは施設選びの重要な要素となります。簡易トイレでも認定は可能ですが、男女別の清潔
感のあるお手洗いがユーザー様に喜ばれます。すでにあるお手洗いをご利用いただいても、RV
パーク用に設置いただいてもどちらでも構いません。

基本的には24時間利用可能なトイレが施設内にあることが条件ですが、近隣施設等に許可を
取っている場合はそちらの利用でも開設条件を満たすことができます。

※トイレまでの距離や夜道の暗さによるため要相談。

建物が建てられない土地でも設置できる。
また、移動できるために災害時でも利用しやすい。男女別で広めに設置シャワーボックス併設

簡易トイレ



20開設条件にない人気設備

ドッグラン サイドオーニング可 BBQ

コインランドリー 無料Wi-Fi ダンプステーション



21認定にかかる費用

日本RV協会にお支払いいただく費用は下記2点になります。

費用 備考

初回登録料 30,000円 複数施設開設の場合、
2施設目以降は払わない

年間登録料 10,000円 / 年 1月～12月
初年度は月割りの料金になる 833/月

※そのほか、RV-Park.jpからの手数料を、予約受付1件につき25%いただきます。



RVパーク データ



23キャンピングカー保有台数

キャンピングカーの保有者数は年々増加している。
一般車、レンタルキャンピングカーでの利用も増
えており、今後も需要が見込める事業である。



24RVパーク開設状況

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
累計稼働施設数 86 109 123 144 168 223 311 412
年間認定数 26 23 14 21 24 55 81 109
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25RVパークに希望すること （複数回答あり）
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2022年日本RV協会調べ



26RVパーク運営の実態

他施設との併設運営が多く、その内約8割の施設が、併設施設への経済的貢献があると回答。

76%

24%

開設場所の状況

他の商業施設に併設されている 76%

RVパークのみ営業している 24%

16%

62%

22%

併設施設への経済的影響

大きく貢献している 16%

やや貢献している 62%

影響がない 22% 2023年日本RV協会調べ



27RVパーク設置による地域活性化への影響

RVパークの開設が地域貢献になっているという声もいただいております。

20%

58%

18%

4%

RVパークの開設が地域活性化に貢献していると思うか

とてもそう思う 20%

まあそう思う 58%

あまりそう思わない 18%

全くそう思わない 4%

31%

50%

17%

3%

RVパークを開設したことで

地域を訪れるキャンピングカーユーザーの数が増えたか

とてもそう思う 31%

まあそう思う 50%

あまりそう思わない 16%

全くそう思わない 3%
2023年日本RV協会調べ



28お問い合わせ

※下記メールまたはお電話にてお問い合わせください。

※お電話の際は「RVパーク担当 関口・山田」をお呼び出し下さい。

電話：045-270-3855

メール：rvp@jrva.com

お問い合わせ先

RVパーク開設お申込みは下記URLよりお願いします。
https://rv-park.jp/rvpark-owner/

mailto:rvp@jrva.com
https://rv-park.jp/rvpark-owner/
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